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第
５
章　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
―
―
ロ
シ
ア
外
交
の
観
点
か
ら

加
藤
美
保
子

１　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
―
―
非
合
理
な
決
定
と
タ
イ
ミ
ン
グ

　

二
〇
二
一
年
一
〇
月
末
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
東
部
ド
ン
バ
ス
地
域
（
図
１
参
照
）
に
接
す
る
ロ
シ
ア
側
国
境
付

近
に
ロ
シ
ア
軍
が
増
強
さ
れ
、
緊
張
が
高
ま
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
関
係
国
や
専
門
家
の
注
目
を
集
め
た
が
、

日
本
の
報
道
で
は
中
国
と
台
湾
の
緊
張
関
係
ほ
ど
に
は
注
目
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
年
が
明
け
て
北
京
冬

季
五
輪
が
始
ま
り
、
バ
イ
デ
ン
米
政
権
は
ロ
シ
ア
の
侵
攻
の
兆
候
に
つ
い
て
積
極
的
な
情
報
開
示
を
し
て
、

プ
ー
チ
ン
露
大
統
領
に
軍
事
行
動
を
思
い
止
ま
ら
せ
よ
う
と
し
た
。
そ
の
一
方
で
は
マ
ク
ロ
ン
仏
大
統
領

や
シ
ョ
ル
ツ
独
首
相
が
プ
ー
チ
ン
大
統
領
と
の
交
渉
を
続
け
て
い
た
が
、
筆
者
を
含
め
、
ロ
シ
ア
を
専
門
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と
す
る
者
の
多
く
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
全
面
侵
攻

ま
で
は
予
測
し
て
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
合
理
的
な

判
断
だ
と
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
二

〇
二
二
年
二
月
二
四
日
の
侵
攻
か
ら
八
四
日
目
と

な
っ
た
五
月
一
八
日
、
こ
れ
ま
で
軍
事
的
中
立
と
非

同
盟
を
貫
い
て
き
た
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
と
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
が
北
大
西
洋
条
約
機
構
（
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
）
へ
の
加
盟
申

請
を
行
っ
た
。
も
し
加
盟
が
承
認
さ
れ
れ
ば
、
北
西

部
の
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
と
の
国
境
ま
で
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
が

迫
っ
て
く
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
軍
事
侵
攻
は
む

し
ろ
ロ
シ
ア
の
戦
略
環
境
を
悪
化
さ
せ
た
と
言
え
る
。

ま
た
、
ア
メ
リ
カ
と
そ
の
同
盟
国
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連

合
（
Ｅ
Ｕ
）
諸
国
な
ど
が
主
導
・
結
束
し
、
国
際
銀
行

間
通
信
協
会
（
Ｓ
Ｗ
Ｉ
Ｆ
Ｔ
）
か
ら
ロ
シ
ア
を
排
除
し

た
り
、
ロ
シ
ア
中
央
銀
行
の
資
産
凍
結
に
踏
み
切
る

［出典］�https://www.jiji.com/jc/article?k=20220428003
28&g=int&p=20220428ax02S&rel=pv

図 １　ウクライナ東部ドンバス地域
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な
ど
、
か
つ
て
な
い
厳
し
い
制
裁
を
課
し
た
。
こ
れ
は
ロ
シ
ア
の
国
際
企
業
に
と
っ
て
死
活
問
題
と
な
り
、

国
民
生
活
を
圧
迫
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
欧
州
諸
国
向
け
の
ロ
シ
ア
産
石
油
、
ガ
ス

の
輸
出
が
こ
の
ま
ま
減
少
し
て
い
け
ば
、
ロ
シ
ア
の
財
政
収
入
に
深
刻
な
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
こ
と
が
予

測
さ
れ
る
。

　

ア
ク
タ
ー
が
合
理
的
行
動
を
と
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
従
来
の
国
際
関
係
理
論
で
は
、
今
次
の
ロ

シ
ア
軍
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
全
面
侵
攻
の
よ
う
に
、
非
合
理
的
で
、
予
測
不
可
能
、
さ
ら
に
は
感
情
的
に

も
見
え
る
対
外
行
動
を
説
明
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
ロ
シ
ア
の
国
際
政
治
学
者
で

あ
る
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
セ
ル
グ
ー
ニ
ン
は
、
物
質
的
な
利
益
や
安
全
保
障
よ
り
も
、
地
位
の
回
復
・
強

化
を
上
位
目
標
に
設
定
す
る
、
政
策
決
定
者
ら
の
心
理
的
側
面
に
注
目
す
る
地
位
理
論
（status theories

）

を
紹
介
し
て
い
る
（Sergunin 2016: 59-66

）。
彼
に
よ
る
と
、
合
理
的
な
利
益
よ
り
も
、
大
国
と
し
て
の
地

位
や
対
等
性
を
得
ら
れ
な
い
こ
と
に
よ
る
負
の
感
情
が
、
協
力
拒
否
な
ど
の
不
合
理
な
行
動
の
原
動
力
と

な
る
ケ
ー
ス
は
、
特
に
ロ
シ
ア
と
西
側
諸
国
と
の
関
係
で
多
く
観
察
さ
れ
て
き
た
。

　

今
回
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
の
場
合
、
プ
ー
チ
ン
や
ペ
ス
コ
フ
大
統
領
報
道
官
ら
側
近
の
発
言
か
ら
見
え

る
の
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
安
全
保
障
秩
序
が
分
断
さ
れ
、
ロ
シ
ア
が
そ
こ
か
ら
排
除
さ
れ
る
こ
と
へ
の
「
強

い
怒
り
」
と
、
ス
ラ
ブ
世
界
を
離
れ
て
西
側
世
界
を
目
指
そ
う
と
す
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
離
す
ま
い
と
す
る
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「
執
念
」
で
あ
る
。
冷
戦
終
結
後
か
ら
三
〇
年
の
間
、
ロ
シ
ア
の
反
対
に
も
か
か
わ
ら
ず
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
は
東
方

拡
大
を
続
け
、
そ
の
軍
事
イ
ン
フ
ラ
は
ロ
シ
ア
の
国
境
に
近
づ
き
、
ロ
シ
ア
に
と
っ
て
脅
威
が
増
大
し
て

い
る
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
境
で
緊
張
が
高
ま
っ
て
い
た
二
〇
二
一
年
一
二
月
、
ロ
シ
ア
側
は
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
不

拡
大
に
関
す
る
法
的
保
証
を
ア
メ
リ
カ
に
求
め
た
が
、
バ
イ
デ
ン
政
権
の
立
場
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
。
ウ

ク
ラ
イ
ナ
は
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
お
よ
び
Ｅ
Ｕ
へ
の
加
盟
を
目
指
す
方
針
を
憲
法
に
明
記
し
て
お
り
、
も
し
Ｎ
Ａ

Ｔ
Ｏ
に
加
盟
す
れ
ば
、
そ
の
領
土
は
ド
ン
バ
ス
も
含
め
て
集
団
的
自
衛
権
行
使
の
対
象
と
な
る
だ
ろ
う
。

そ
し
て
ウ
ク
ラ
イ
ナ
が
ク
リ
ミ
ア
の
領
有
権
を
主
張
し
て
い
る
以
上
、
も
し
ウ
ク
ラ
イ
ナ
が
軍
事
的
に
ク

リ
ミ
ア
を
取
り
戻
そ
う
と
す
れ
ば
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
介
入
が
可
能
に
な
る
。
地
位
理
論
に
立
て
ば
、
こ
の
よ

う
な
脅
威
が
現
実
に
な
る
前
に
、
施
政
者
は
阻
止
す
る
た
め
の
行
動
を
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

強
迫
観
念
に
駆
ら
れ
た
と
い
う
の
も
一
つ
の
説
明
に
な
ろ
う
。

　

一
方
で
、
地
位
理
論
は
、
非
合
理
な
対
外
行
動
の
動
機
を
説
明
し
う
る
が
、
決
定
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
つ

い
て
説
明
す
る
も
の
で
は
な
い
。
旧
ソ
連
圏
の
中
で
も
西
側
志
向
の
グ
ル
ジ
ア
（
ジ
ョ
ー
ジ
ア
）
や
ウ
ク
ラ

イ
ナ
の
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
加
盟
問
題
は
、
二
〇
〇
八
年
以
降
燻
っ
て
い
た
が
、
ロ
シ
ア
は
な
ぜ
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ

で
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
踏
み
切
っ
た
の
か
。
こ
れ
は
、
ロ
シ
ア
の
内
的
文
脈
と
ロ
シ
ア
を
取
り
巻
く
国
際

環
境
の
両
面
か
ら
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
。
前
者
に
つ
い
て
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
は
じ
め
と
し
た
旧
ソ
連



第５章　ウクライナ戦争

99

空
間
を
勢
力
圏
と
み
な
す
ロ
シ
ア
の
指
導
者
層
の
世
界
観
、
と
り
わ
け
プ
ー
チ
ン
大
統
領
が
、
ロ
シ
ア
人
、

ベ
ラ
ル
ー
シ
人
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
は
本
来
三
位
一
体
の
大
ロ
シ
ア
民
族
だ
と
い
う
ロ
シ
ア
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ

ズ
ム
に
傾
倒
し
、
一
方
的
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
主
権
を
否
定
し
て
い
る
こ
と
（Putin 2021

）、
ま
た
、
コ
ロ
ナ

禍
で
接
触
制
限
が
続
い
た
こ
と
に
よ
り
、
プ
ー
チ
ン
と
最
側
近
の
少
人
数
で
侵
攻
に
関
わ
る
決
定
を
下
し

た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
後
者
に
つ
い
て
は
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
諸
国
と
ロ
シ
ア
の
超
音
速
ミ
サ
イ
ル
開

発
競
争
が
本
格
化
す
る
中
、
ロ
シ
ア
が
技
術
的
優
位
を
保
つ
う
ち
に
拡
大
を
阻
止
し
た
か
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
い
う
指
摘
が
あ
る
（
松
里 2022a

）。
こ
れ
に
加
え
、
米
露
対
立
が
深
刻
化
す
る
中
で
、
二
〇
二
一
年

八
月
に
バ
イ
デ
ン
政
権
が
ア
フ
ガ
ン
撤
退
を
完
了
さ
せ
、
介
入
政
策
の
終
わ
り
を
示
唆
し
た
こ
と
が
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
有
事
の
際
も
ア
メ
リ
カ
の
直
接
介
入
は
無
い
と
い
う
判
断
に
つ
な
が
っ
た
可
能
性
は
高
い
。

　

本
稿
は
、
ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
（
露
ウ
戦
争
）
の
タ
イ
ミ
ン
グ
と
国
際
秩
序
へ
の
イ
ン
パ
ク
ト
に

つ
い
て
、
よ
り
多
面
的
な
見
方
を
提
示
す
る
こ
と
を
目
指
す
。
進
行
中
の
戦
争
に
つ
い
て
述
べ
る
も
の
で

あ
り
、
何
ら
か
の
結
論
を
出
す
こ
と
を
目
的
に
し
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
予
め
お
断
り
し
た
い
。
以
下

で
は
、
第
一
に
ソ
連
崩
壊
後
の
旧
ソ
連
圏
の
国
際
関
係
の
再
編
プ
ロ
セ
ス
の
中
に
ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ

関
係
を
位
置
付
け
て
振
り
返
っ
て
み
る
。
第
二
に
、
ロ
シ
ア
の
同
盟
国
や
戦
略
的
パ
ー
ト
ナ
ー
国
の
反
応

か
ら
、
露
ウ
戦
争
が
露
呈
し
た
国
際
秩
序
の
問
題
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。
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２　

ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ

独
立
か
ら
オ
レ
ン
ジ
革
命
ま
で

　

一
九
九
一
年
一
二
月
一
日
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
独
立
を
問
う
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
が
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ

た
こ
と
は
、
ソ
連
邦
を
主
権
国
家
間
の
同
盟
と
し
て
蘇
生
さ
せ
よ
う
と
す
る
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
の
構
想
を
退

け
、
ソ
連
解
体
路
線
が
決
定
的
と
な
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。
同
年
一
二
月
七
―
八
日
、
ベ
ラ
ル
ー

シ
の
ベ
ロ
べ
ジ
ャ
の
森
で
ロ
シ
ア
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
と
い
う
ス
ラ
ブ
系
の
三
共
和
国
の
首
脳

会
談
が
行
わ
れ
、
ソ
連
邦
の
消
滅
と
独
立
国
家
共
同
体
（
Ｃ
Ｉ
Ｓ
）
の
創
設
に
合
意
し
た
。
一
二
月
二
一
日

に
は
、
そ
の
他
一
一
共
和
国
の
指
導
者
（
グ
ル
ジ
ア
は
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
）
が
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の
ア
ル
マ
ア
タ
に

集
ま
り
、
Ｃ
Ｉ
Ｓ
の
形
成
と
ソ
連
の
存
在
の
終
わ
り
を
確
認
す
る
ア
ル
マ
ア
タ
宣
言
に
調
印
し
た
。

　

独
立
直
後
、
ク
ラ
フ
チ
ュ
ー
ク
政
権
（
一
九
九
一
年
一
二
月
―
九
四
年
七
月
）
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
、
Ｃ
Ｉ
Ｓ

に
参
加
し
つ
つ
も
、
ロ
シ
ア
を
中
心
と
す
る
統
合
の
強
化
に
は
消
極
的
で
あ
っ
た
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
中
立

と
は
、
共
和
国
主
権
宣
言
（
一
九
九
〇
年
）
に
記
さ
れ
た
軍
事
ブ
ロ
ッ
ク
に
加
わ
ら
な
い
と
い
う
も
の
で
あ

り
（
藤
森 1998

）、
ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
の
よ
う
に
国
連
総
会
決
議
で
永
世
中
立
国
と
承
認
さ
れ
た
わ
け
で

は
な
い
。
む
し
ろ
、
親
露
派
と
見
な
さ
れ
た
大
統
領
の
下
で
も
経
済
的
に
は
欧
州
と
の
統
合
を
志
向
し
つ
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つ
、
安
全
保
障
面
で
は
い
か
な
る
政
治
・
軍
事
ブ
ロ
ッ
ク
に
も
参
加
し
な
い
と
い
う
「
中
立
政
策
」
を
と
っ

て
き
た
。
旧
ソ
連
構
成
国
の
中
で
は
、
グ
ル
ジ
ア
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
、
モ
ル
ド
ヴ
ァ
と
共
に
ロ
シ
ア

か
ら
距
離
を
取
る
姿
勢
で
一
貫
し
て
お
り
、
独
立
か
ら
現
在
ま
で
、
集
団
安
全
保
障
条
約
機
構
（
Ｃ
Ｓ
Ｔ
Ｏ
）

に
も
、
統
一
経
済
圏
を
目
指
す
枠
組
み
に
も
参
加
し
な
い
姿
勢
を
貫
い
て
き
た
。

　

独
立
後
の
ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
間
に
は
、
残
さ
れ
た
核
兵
器
の
移
送
問
題
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
価

格
の
問
題
、
黒
海
艦
隊
の
分
割
、
ク
リ
ミ
ア
の
分
離
独
立
、
国
籍
問
題
な
ど
、
多
く
の
争
点
が
横
た
わ
っ

て
い
た
。
特
に
、
二
〇
二
二
年
の
戦
争
で
注
目
を
集
め
た
核
兵
器
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
ロ
シ
ア
へ
の
移

送
が
完
了
す
る
ま
で
の
間
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
内
で
は
反
対
意
見
も
噴
出
し
た
。
全
て
の
核
兵
器
を
手
放
し

て
自
国
の
安
全
を
守
れ
る
の
か
と
い
う
疑
問
や
ロ
シ
ア
へ
の
核
の
集
中
に
反
対
す
る
意
見
な
ど
が
生
じ
た

の
で
あ
る
。
し
か
し
、
結
局
は
経
済
危
機
の
中
で
核
兵
器
の
維
持
に
か
か
る
費
用
の
捻
出
が
難
し
い
こ
と
、

保
有
す
る
に
し
て
も
運
用
・
維
持
に
必
要
な
技
術
は
モ
ス
ク
ワ
が
持
っ
て
い
る
こ
と
、
ほ
と
ん
ど
の
核
弾

頭
の
安
全
装
置
が
既
に
期
限
切
れ
の
た
め
、
ロ
シ
ア
に
移
送
し
て
解
体
す
る
他
な
か
っ
た
こ
と
、
そ
し
て

西
側
諸
国
か
ら
の
圧
力
な
ど
の
理
由
か
ら
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
ク
チ
マ
政
権
下
（
一
九
九
四
年
七
月
―
二
〇
〇
五

年
一
月
）
の
一
九
九
六
年
六
月
ま
で
に
、
ロ
シ
ア
へ
の
核
兵
器
の
移
送
を
完
了
し
た
（
末
澤 2000: 5-9

）。
こ

の
と
こ
ろ
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
核
を
手
放
さ
な
け
れ
ば
、
ク
リ
ミ
ア
併
合
も
今
回
の
侵
攻
も
さ
れ
な
か
っ
た
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の
で
は
な
い
か
と
い
う
見
方
が
浮
上
し
、
九
〇
年
代
初
頭
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
核
保
有
を
支
持
し
て
い
た
国

際
政
治
学
者
ジ
ョ
ン
・
ミ
ア
シ
ャ
イ
マ
ー
の
議
論
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
現
実
的
に
は
ウ

ク
ラ
イ
ナ
が
核
兵
器
を
拡
散
さ
せ
ず
安
全
に
管
理
し
て
い
く
道
を
見
つ
け
る
の
は
難
し
か
っ
た
だ
ろ
う
。

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
が
政
策
と
し
て
民
族
主
義
に
う
っ
た
え
、
ロ
シ
ア
離
れ
を
進
め
た
の
は
二
〇
〇
四
年
の
オ

レ
ン
ジ
革
命
で
誕
生
し
た
ユ
シ
チ
ェ
ン
コ
政
権
（
二
〇
〇
五
年
一
月
―
一
〇
年
二
月
）
下
で
の
こ
と
で
あ
る
。
ユ

シ
チ
ェ
ン
コ
は
オ
レ
ン
ジ
革
命
後
の
社
会
・
経
済
的
低
迷
か
ら
国
民
の
目
を
逸
ら
す
た
め
、
言
語
問
題
、

分
裂
し
て
い
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
正
教
会
の
統
一
問
題
、
歴
史
の
再
評
価
と
い
う
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
に

関
わ
る
問
題
を
政
治
の
争
点
に
し
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
松
里 2021: 280-282

）。
し
か
し
こ
の
よ
う

な
手
法
は
、
周
辺
国
と
の
複
雑
な
併
合
・
分
離
の
歴
史
を
持
ち
、
地
域
に
よ
っ
て
多
様
な
言
語
、
文
化
を

有
す
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
社
会
の
亀
裂
を
深
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、
そ
れ
ま
で
ロ
シ
ア
か
ら
友
好
価
格

で
購
入
し
て
い
た
天
然
ガ
ス
の
価
格
を
め
ぐ
り
、
国
際
価
格
へ
の
移
行
を
進
め
た
い
プ
ー
チ
ン
政
権
と
対

立
を
深
め
た
。
二
〇
〇
六
年
一
月
に
ロ
シ
ア
は
、
欧
州
分
も
含
む
三
日
間
の
供
給
停
止
に
踏
み
切
っ
た
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
向
け
ガ
ス
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
は
、
ロ
シ
ア
か
ら
欧
州
へ
の
供
給
分
も
通
過
し
て
い
る
た
め
、
こ

の
措
置
は
供
給
国
と
し
て
の
ロ
シ
ア
、
通
過
国
と
し
て
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
双
方
の
信
頼
を
損
な
う
こ
と
に

な
っ
た
。
ロ
シ
ア
は
二
〇
〇
九
年
一
月
に
も
ウ
ク
ラ
イ
ナ
分
を
削
減
す
る
措
置
を
と
っ
た
が
、
こ
の
よ
う
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に
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
を
対
外
交
渉
の
手
段
と
す
る
や
り
方
は
、
ロ
シ
ア
の
対
Ｃ
Ｉ
Ｓ
政
策
の
転
換
を
意
味

し
て
い
た
。
こ
れ
ま
で
は
、
Ｃ
Ｉ
Ｓ
加
盟
国
に
は
市
場
価
格
よ
り
安
価
に
戦
略
物
資
を
提
供
す
る
の
と
引

き
換
え
に
、
加
盟
国
が
他
の
軍
事
ブ
ロ
ッ
ク
に
入
る
こ
と
を
控
え
さ
せ
、
外
国
の
基
地
を
招
致
す
る
こ
と

を
禁
じ
る
な
ど
、
軍
事
的
に
ロ
シ
ア
の
脅
威
と
み
な
さ
れ
る
も
の
を
拒
否
さ
せ
る
取
引
が
成
立
し
て
い
た

（D
onaldson and N

adkarni 2019: 189-190

）。
し
か
し
、
オ
レ
ン
ジ
革
命
を
機
に
こ
れ
ま
で
の
取
引
は
成
立

し
な
く
な
り
、
ロ
シ
ア
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
従
わ
せ
る
武
器
と
し
て
、
あ
か
ら
さ
ま
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
を

利
用
す
る
傾
向
を
強
め
た
。

　

グ
ル
ジ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
加
盟
を
め
ぐ
っ
て
ロ
シ
ア
と
ア
メ
リ
カ
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
が
緊
張

関
係
に
入
っ
た
の
も
こ
の
時
期
で
あ
る
。
二
〇
〇
八
年
四
月
に
ブ
カ
レ
ス
ト
で
行
わ
れ
た
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
首
脳

会
議
で
、
グ
ル
ジ
ア
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
両
国
の
加
盟
申
請
が
検
討
さ
れ
た
。
フ
ラ
ン
ス
と
ド
イ
ツ
の
反
対
に

よ
り
、
グ
ル
ジ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
は
加
盟
行
動
計
画
は
提
案
さ
れ
ず
、「
将
来
的
な
加
盟
」
と
い
う
曖
昧

な
約
束
が
付
与
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
加
盟
ま
で
の
間
に
両
国
へ
の
攻
撃
が
起
き
た
場
合
の
保
護
の
保
証
に

つ
い
て
触
れ
て
い
な
い
点
で
非
常
に
曖
昧
な
内
容
で
あ
り
、
む
し
ろ
両
国
の
安
全
保
障
環
境
を
不
安
定
化

さ
せ
た
と
言
え
る
。
こ
の
直
後
、
八
月
に
起
き
た
ロ
シ
ア
・
グ
ル
ジ
ア
戦
争
は
、
ア
ブ
ハ
ジ
ア
と
南
オ
セ

チ
ア
の
ロ
シ
ア
系
住
民
の
保
護
を
理
由
に
、
ロ
シ
ア
が
冷
戦
終
結
後
初
め
て
国
境
を
越
え
て
軍
事
行
動
を
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展
開
し
た
例
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
ブ
ッ
シ
ュ
米
政
権
は
静
観
す
る
に
留
ま
っ
た
。
こ
れ
以
降
、
ロ
シ
ア

は
ア
ブ
ハ
ジ
ア
と
南
オ
セ
チ
ア
の
独
立
を
承
認
す
る
な
ど
、
旧
ソ
連
圏
で
現
状
変
更
勢
力
と
し
て
の
性
格

を
強
め
て
い
く
。

ユ
ー
ロ
マ
イ
ダ
ン
革
命
と
ク
リ
ミ
ア
併
合

　

ヤ
ヌ
コ
ヴ
ィ
チ
政
権
（
二
〇
一
〇
年
二
月
―
一
四
年
二
月
）
で
は
、
露
ウ
二
国
間
関
係
は
一
時
的
に
改
善
に

向
か
っ
た
。
二
〇
一
〇
年
四
月
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
最
高
会
議
は
、
ガ
ス
価
格
割
引
の
見
返
り
に
、
セ
ヴ
ァ
ス

ト
ポ
リ
の
黒
海
艦
隊
基
地
の
ロ
シ
ア
の
リ
ー
ス
終
了
期
間
を
、
二
〇
一
七
年
か
ら
二
〇
四
二
年
ま
で
、
二

五
年
間
延
長
す
る
協
定
を
批
准
し
た
（
ハ
リ
コ
フ
合
意
）。
ま
た
、
前
政
権
が
推
進
し
た
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
加
盟
問
題

に
つ
い
て
も
態
度
を
変
え
、
議
会
は
非
同
盟
国
家
で
あ
る
こ
と
を
宣
言
す
る
法
律
を
通
過
さ
せ
た
（D

onaldson 

and N
adkarni 2019: 190

）。

　

東
部
を
基
盤
と
す
る
ヤ
ヌ
コ
ヴ
ィ
チ
政
権
は
、
安
全
保
障
面
で
は
ロ
シ
ア
と
の
関
係
改
善
に
努
め
た
一

方
、
経
済
面
で
は
欧
州
と
の
統
合
路
線
を
と
っ
た
。
当
時
、
首
相
職
に
あ
っ
た
プ
ー
チ
ン
は
、
ロ
シ
ア
主

導
で
発
足
し
た
関
税
同
盟
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
加
え
よ
う
と
働
き
か
け
を
強
め
て
い
た
。
プ
ー
チ
ン
は
天
然

ガ
ス
の
さ
ら
な
る
割
引
を
餌
に
し
よ
う
と
し
た
が
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
協
力
は
す
る
が
加
盟
は
し
な
い
方
針
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を
崩
さ
な
か
っ
た
。

　

二
〇
一
二
年
五
月
に
プ
ー
チ
ン
が
大
統
領
に
復
帰
す
る
と
、
ガ
ス
供
給
価
格
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
通
る
パ

イ
プ
ラ
イ
ン
の
通
過
料
を
め
ぐ
る
紛
争
は
先
鋭
化
し
、
こ
れ
は
ノ
ル
ド
ス
ト
リ
ー
ム
や
サ
ウ
ス
ス
ト
リ
ー

ム
と
い
う
、
旧
ソ
連
諸
国
を
通
過
し
な
い
欧
州
向
け
ガ
ス
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
建
設
を
後
押
し
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
ノ
ル
ド
ス
ト
リ
ー
ム
１
の
二
つ
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
は
二
〇
一
一
年
か
ら
二
〇
一
二
年
に
か
け
て

稼
働
開
始
し
た
が
、
サ
ウ
ス
ス
ト
リ
ー
ム
は
ク
リ
ミ
ア
併
合
後
に
Ｅ
Ｕ
諸
国
の
反
発
が
強
ま
り
、
中
断
に

追
い
込
ま
れ
た
。
し
か
し
、
Ｅ
Ｕ
諸
国
お
よ
び
イ
ギ
リ
ス
の
ガ
ス
需
要
に
占
め
る
ロ
シ
ア
か
ら
の
供
給
の

割
合
は
、
二
〇
二
一
年
の
時
点
で
三
二
％
を
占
め
、
特
に
依
存
度
の
高
い
ド
イ
ツ
は
五
割
以
上
を
ロ
シ
ア

に
依
存
し
て
い
る
。
ま
た
、
石
油
に
つ
い
て
も
リ
ト
ア
ニ
ア
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は
輸
入
量
の
約
八
割
を
、

ド
イ
ツ
も
約
三
割
を
ロ
シ
ア
に
依
存
し
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
欧
州
諸
国
の
ロ
シ
ア
へ
の
資
源
依
存
は
、

ロ
シ
ア
＝
グ
ル
ジ
ア
戦
争
、
ク
リ
ミ
ア
併
合
の
際
の
対
応
の
甘
さ
に
つ
な
が
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ロ
シ

ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
後
、
ド
イ
ツ
は
ノ
ル
ド
ス
ト
リ
ー
ム
２
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
承
認
停
止
を
決
定

し
、
他
の
欧
州
諸
国
も
段
階
的
な
輸
入
停
止
を
模
索
し
て
い
る
。

　

二
〇
一
三
年
秋
、
経
済
再
建
を
目
指
す
ヤ
ヌ
コ
ヴ
ィ
チ
政
権
は
、
Ｅ
Ｕ
と
の
統
合
路
線
を
推
進
す
る
た

め
に
連
携
協
定
を
結
ぶ
か
、
ガ
ス
の
値
引
き
を
提
案
す
る
ロ
シ
ア
に
応
じ
る
か
で
揺
れ
て
い
た
。
前
者
を
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選
ぶ
こ
と
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
と
っ
て
、
ロ
シ
ア
が
発
足
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
た
ユ
ー
ラ
シ
ア
経
済
連
合
（
Ｅ

Ａ
Ｅ
Ｕ
）
参
加
の
選
択
肢
を
捨
て
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。
Ｅ
Ｕ
は
条
件
と
し
て
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
内
の

人
権
問
題
の
改
善
、
具
体
的
に
は
投
獄
さ
れ
た
テ
ィ
モ
シ
ェ
ン
コ
前
首
相
の
釈
放
を
求
め
て
い
た
。
二
〇

一
三
年
七
月
、
プ
ー
チ
ン
は
キ
エ
フ
・
ル
ー
シ
受
洗
一
〇
二
五
年
周
年
を
祝
う
た
め
キ
ー
ウ
を
訪
問
し
た

直
後
に
、
公
式
発
表
な
し
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
の
輸
入
を
停
止
し
た
。
輸
出
の
五
分
の
一
が
ロ
シ
ア
向
け

で
あ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
と
っ
て
、
こ
の
恫
喝
は
効
い
た
（D

onaldson and N
adkarni 2019: 192

）。
一
一
月

二
一
日
、
ヤ
ヌ
コ
ヴ
ィ
チ
が
Ｅ
Ｕ
と
の
連
携
協
定
を
棚
上
げ
に
す
る
こ
と
を
発
表
す
る
と
、
こ
れ
に
反
発

し
た
野
党
や
市
民
が
キ
ー
ウ
の
独
立
広
場
で
の
抗
議
行
動
を
起
こ
し
、
こ
れ
は
最
終
的
に
、
二
〇
一
四
年

二
月
の
ヤ
ヌ
コ
ヴ
ィ
チ
政
権
崩
壊
（
ヤ
ヌ
コ
ヴ
ィ
チ
が
ロ
シ
ア
に
逃
亡
）
に
発
展
し
た
。
い
わ
ゆ
る
「
ユ
ー
ロ

マ
イ
ダ
ン
革
命
」
で
あ
る
。

　

当
時
、
ロ
シ
ア
の
ソ
チ
で
は
冬
季
五
輪
が
開
催
中
で
あ
っ
た
。
キ
ー
ウ
で
は
、
米
政
府
が
推
薦
す
る
者

た
ち
が
暫
定
政
権
を
発
足
さ
せ
て
い
た
。
一
方
で
、
約
六
割
が
ロ
シ
ア
系
住
民
で
あ
る
ク
リ
ミ
ア
自
治
共

和
国
で
は
、
暫
定
政
権
の
発
足
に
反
発
し
デ
モ
が
起
き
た
。
五
輪
閉
会
後
、
プ
ー
チ
ン
は
こ
の
機
会
に
乗

じ
て
ク
リ
ミ
ア
半
島
に
軍
を
派
遣
し
た
。
そ
し
て
住
民
投
票
の
結
果
を
根
拠
に
、
ク
リ
ミ
ア
自
治
共
和
国

と
セ
ヴ
ァ
ス
ト
ポ
リ
特
別
市
の
独
立
を
承
認
し
た
後
、
三
月
一
八
日
に
そ
れ
ぞ
れ
と
ロ
シ
ア
へ
の
編
入
条
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約
を
結
ん
だ
。
当
然
、
こ
れ
は
国
際
法
の
観
点
か
ら
見
る
と
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
主
権
と
領
土
の
一
体
性
に

対
す
る
侵
害
で
あ
る
。
対
抗
措
置
と
し
て
Ｇ
８
は
ロ
シ
ア
の
参
加
資
格
を
停
止
し
、
ア
メ
リ
カ
、
Ｅ
Ｕ
諸

国
を
中
心
に
ロ
シ
ア
に
経
済
制
裁
を
課
す
動
き
が
広
が
っ
た
。

ド
ン
バ
ス
紛
争
か
ら
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
ま
で

　

ユ
ー
ロ
マ
イ
ダ
ン
革
命
か
ら
ク
リ
ミ
ア
併
合
ま
で
の
過
程
を
第
一
次
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
と
す
る
と
、
二

〇
二
二
年
二
月
に
始
ま
っ
た
戦
争
は
、
第
二
次
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
と
位
置
付
け
ら
れ
る
。
後
者
は
、
二
〇

一
四
年
春
に
始
ま
る
ド
ン
バ
ス
地
域
の
親
露
派
武
装
勢
力
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
政
府
軍
の
紛
争
に
端
を
発
し
て

い
る
（
ド
ン
バ
ス
紛
争
）。
ク
リ
ミ
ア
や
ド
ン
バ
ス
で
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
の
離
脱
の
動
き
が
出
て
き
た
こ
と
の

背
景
に
、
ユ
ー
ロ
マ
イ
ダ
ン
革
命
が
凄
惨
な
暴
力
を
伴
う
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
松

里 2022a: 49-52

）。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
右
派
民
族
主
義
者
に
よ
る
激
し
い
暴
力
、
殺
害
を
恐
れ
て
ウ
ク
ラ
イ
ナ

か
ら
の
離
脱
を
求
め
た
の
で
あ
る
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
政
府
は
、
東
部
の
離
脱
勢
力
と
の
戦
い
を
反
テ
ロ
作
戦

と
位
置
づ
け
て
対
抗
し
、
暴
力
は
拡
大
し
て
い
っ
た
。
二
〇
一
四
年
五
月
に
は
、
ド
ネ
ツ
ィ
ク
（
ド
ネ
ツ

ク
）、
ル
ハ
ン
シ
ク
（
ル
ガ
ン
ス
ク
）
の
親
露
派
支
配
地
域
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
の
独
立
を
宣
言
し
た
。
プ
ー

チ
ン
政
権
は
こ
れ
ら
の
勢
力
を
軍
事
的
に
支
援
し
た
が
、
独
立
の
承
認
は
し
な
か
っ
た
。
親
露
派
を
多
く
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抱
え
る
こ
れ
ら
の
地
域
を
、
将
来
的
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
復
帰
さ
せ
て
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
加
盟
を
阻
止
す
る
勢
力
に

し
た
い
と
い
う
の
が
プ
ー
チ
ン
の
目
論
見
で
あ
っ
た
（
松
里 2022b

）。
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
の
仲
介
に
よ

り
、
欧
州
安
全
保
障
協
力
機
構
（
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
）、
ロ
シ
ア
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
親
露
派
二
地
域
の
代
表
に
よ
る

停
戦
交
渉
の
末
、
二
〇
一
五
年
二
月
に
調
印
さ
れ
た
ミ
ン
ス
ク
Ⅱ
は
、
こ
の
方
針
に
沿
っ
て
「
脱
中
央
集

権
化
、
ド
ネ
ツ
ィ
ク
、
ル
ハ
ン
シ
ク
の
特
別
な
地
位
に
つ
い
て
の
恒
久
法
を
認
め
る
こ
と
を
含
む
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
憲
法
の
改
正
」
と
い
う
項
目
が
含
ま
れ
て
い
た（

１
）。

こ
れ
が
「
ミ
ン
ス
ク
合
意
」
と
呼
ば
れ
て
い
る

停
戦
合
意
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
連
邦
化
を
目
指
し
、
独
立
を
宣
言
し
て
い
る
東
部
二
地
域

に
法
的
根
拠
を
与
え
よ
う
と
し
て
い
る
点
で
、
ロ
シ
ア
の
意
向
を
強
く
反
映
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え

る
。
当
然
な
が
ら
ウ
ク
ラ
イ
ナ
側
は
こ
の
合
意
に
不
満
を
抱
い
て
お
り
、
互
い
に
ミ
ン
ス
ク
合
意
違
反
を

非
難
し
合
う
状
態
が
続
い
て
い
た
。

　

二
〇
二
二
年
二
月
二
一
日
、
ロ
シ
ア
議
会
下
院
の
決
議
を
受
け
る
形
で
、
プ
ー
チ
ン
は
ド
ネ
ツ
ィ
ク
人

民
共
和
国
、
ル
ハ
ン
シ
ク
人
民
共
和
国
の
独
立
を
承
認
す
る
大
統
領
令
に
署
名
し
た
。
同
時
に
、
両
人
民

共
和
国
の
代
表
と
、「
友
好
協
力
相
互
援
助
条
約
」
を
締
結
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、「
特
別
軍
事
作
戦
」
実

施
の
準
備
は
整
っ
た
。
翌
二
二
日
、
プ
ー
チ
ン
は
ミ
ン
ス
ク
合
意
の
失
効
を
宣
言
し
た
。
二
四
日
の
「
特

別
軍
事
作
戦
」
決
定
演
説
で
は
、
国
連
憲
章
第
五
一
条
の
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
が
特
別
軍
事
作
戦
を
正
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当
化
す
る
根
拠
と
さ
れ
た
。
同
演
説
で
は
、
キ
ー
ウ
政
権
に
よ
る
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
に
さ
ら
さ
れ
て
き
た
人
々

を
保
護
し
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
非
軍
事
化
、
非
ナ
チ
化
す
る
こ
と
を
作
戦
の
目
的
と
位
置
付
け
た
。
こ
の
演

説
の
直
後
、
ロ
シ
ア
軍
は
ベ
ラ
ル
ー
シ
国
境
地
帯
を
含
む
北
部
方
面
、
東
部
の
ド
ン
バ
ス
、
南
の
ク
リ
ミ

ア
半
島
か
ら
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
を
開
始
し
た
。
複
数
の
攻
撃
軸
は
ロ
シ
ア
軍
が
首
都
キ
ー
ウ
を
短
期
間
で

占
領
し
て
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
政
権
を
退
陣
さ
せ
、
東
部
の
三
分
の
二
程
度
を
占
領
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と

を
示
し
て
い
る
（Pifer 2022

）。
ロ
シ
ア
軍
は
キ
ー
ウ
郊
外
ま
で
達
し
た
が
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
の
激
し
い
抵

抗
に
遭
い
、
三
月
末
に
撤
退
を
決
め
、
東
部
ド
ン
バ
ス
の
解
放
へ
と
戦
争
目
的
を
変
更
し
た
。

　

第
一
次
危
機
か
ら
第
二
次
危
機
の
間
に
、
プ
ー
チ
ン
政
権
の
ド
ン
バ
ス
政
策
は
変
容
し
、
独
立
を
主
張

す
る
二
地
域
の
承
認
へ
と
傾
い
た
。
こ
の
要
因
に
つ
い
て
は
専
門
家
に
よ
る
検
証
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い

が
、
こ
こ
で
は
先
行
研
究
を
参
考
に
二
点
挙
げ
て
み
た
い
。
一
点
目
は
、
ユ
ー
ロ
マ
イ
ダ
ン
革
命
後
に
選

出
さ
れ
た
ポ
ロ
シ
ェ
ン
コ
政
権
下
（
二
〇
一
四
年
五
月
―
一
九
年
五
月
）
で
の
憲
法
改
正
で
あ
る
。
ウ
ク
ラ
イ

ナ
で
は
、
ミ
ン
ス
ク
合
意
後
も
東
部
の
紛
争
が
継
続
し
、
そ
の
資
金
の
た
め
に
オ
リ
ガ
ル
ヒ
と
政
治
家
の

癒
着
が
続
い
て
い
た
（
松
嵜 2022

）。
汚
職
や
経
済
の
低
迷
で
支
持
率
が
低
下
す
る
中
、
ポ
ロ
シ
ェ
ン
コ
は

大
統
領
選
挙
直
前
の
二
〇
一
九
年
二
月
に
、
憲
法
に
「
Ｅ
Ｕ
お
よ
び
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
完
全
な
メ
ン
バ
ー
シ
ッ

プ
の
獲
得
」
を
明
記
す
る
修
正
を
加
え
た
。
ポ
ロ
シ
ェ
ン
コ
は
最
高
会
議
で
「
二
〇
二
三
年
ま
で
に
Ｅ
Ｕ
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加
盟
申
請
を
し
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
行
動
計
画
を
受
け
取
る
」（RFERL 2019

）
な
ど
と
述
べ
人
気
回
復
に
努
め

た
が
、
大
統
領
選
で
は
コ
メ
デ
ィ
ア
ン
で
政
治
経
験
の
な
い
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
に
敗
北
を
喫
し
た
。
二
点
目

と
し
て
、
東
部
で
の
紛
争
終
結
と
ロ
シ
ア
と
の
和
平
を
掲
げ
て
い
た
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
が
、
大
統
領
就
任
後

に
国
内
の
民
族
主
義
勢
力
に
取
り
込
ま
れ
て
い
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
は
自
ら
主
演

し
た
Ｔ
Ｖ
ド
ラ
マ
「
国
民
の
僕
」
と
同
名
の
政
党
か
ら
立
候
補
し
た
が
、
同
党
は
二
〇
一
九
年
七
月
の
最

高
会
議
選
挙
で
、
独
立
後
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
初
め
て
単
独
過
半
数
議
席
を
獲
得
し
た
。
権
力
基
盤
の
安
定

を
背
景
に
、
ミ
ン
ス
ク
合
意
を
履
行
せ
ず
、
ク
リ
ミ
ア
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
（
二
〇
二
一
年
八
月
二
三
日
実

施
。
四
六
カ
国
の
代
表
が
参
加
）
を
立
ち
上
げ
て
ク
リ
ミ
ア
問
題
を
国
際
化
す
る
な
ど
し
た
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
は
、

ク
レ
ム
リ
ン
に
と
っ
て
厄
介
な
指
導
者
で
あ
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

３　

国
際
社
会
―
―
反
応
の
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
が
意
味
す
る
も
の

　

最
後
に
、
露
ウ
戦
争
に
対
す
る
国
際
社
会
の
反
応
か
ら
、
国
際
秩
序
の
問
題
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

第
二
次
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
は
、
バ
イ
デ
ン
政
権
が
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
撤
退
を
完
了
し
、
本
格
的
に
対
中
国

政
策
に
集
中
し
よ
う
と
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
起
き
た
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
は
、
ロ
シ
ア
に
と
っ
て
不
利
に

形
成
さ
れ
て
き
た
冷
戦
終
結
後
の
欧
州
安
全
保
障
秩
序
を
挽
回
し
よ
う
と
す
る
試
み
で
あ
り
、
ウ
ク
ラ
イ



第５章　ウクライナ戦争

111

ナ
側
に
立
つ
欧
米
諸
国
も
軍
事
支
援
を
拡
大
し
つ
つ
あ
る
。
こ
の
観
点
か
ら
、
ロ
シ
ア
と
ロ
シ
ア
に
対
抗

す
る
勢
力
の
構
図
を
新
冷
戦
と
位
置
付
け
る
イ
ア
ン
・
ブ
レ
マ
ー
は
、
ロ
シ
ア
と
そ
の
友
好
国
の
間
の
結

束
に
限
界
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
二
〇
世
紀
の
冷
戦
と
異
な
る
特
徴
と
し
て
、

米
国
内
の
共
和
党
と
民
主
党
の
分
断
が
深
刻
な
こ
と
、
ま
た
西
側
諸
国
の
間
で
「
侵
略
戦
争
に
対
抗
す
る
」

と
い
う
レ
ト
リ
ッ
ク
よ
り
も
、「
民
主
主
義
と
専
制
主
義
の
戦
い
」
と
い
う
レ
ト
リ
ッ
ク
が
強
調
さ
れ
る
傾

向
に
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（Brem

m
er 2022

）。
後
者
の
点
に
つ
い
て
考
察
す
る
た
め
に
、
国
連
総

会
で
議
論
さ
れ
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
関
連
の
決
議
案
の
投
票
結
果
を
参
照
し
て
み
た
い
。

　

ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
侵
攻
し
た
直
後
の
二
月
二
五
日
、
国
連
安
保
理
で
は
米
国
主
導
で
ロ
シ
ア
の

即
時
撤
退
を
求
め
る
非
難
決
議
を
採
択
に
付
し
た
が
、
ロ
シ
ア
が
拒
否
権
を
行
使
し
た
た
め
否
決
さ
れ
た
。

理
事
国
一
五
カ
国
中
、
一
一
カ
国
が
賛
成
し
、
中
国
、
イ
ン
ド
、
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
（
Ｕ
Ａ
Ｅ
）
が
棄
権

し
た
（U

nited N
ations 2022

）。
こ
の
後
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
問
題
は
多
数
決
で
決
議
の
採
否
が
決
ま
る
国

連
総
会
で
扱
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
表
１
の
通
り
、
六
月
一
〇
日
ま
で
の
時
点
で
、
国
連
総
会
で
投
票

に
付
さ
れ
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
関
連
の
決
議
は
三
つ
あ
る
。
侵
攻
直
後
に
投
票
が
行
わ
れ
た
ロ
シ
ア
の
違

法
な
軍
事
作
戦
の
即
時
停
止
、
全
軍
撤
退
を
求
め
る
決
議
（
決
議
①
）
は
、
一
九
三
加
盟
国
中
、
賛
成
一
四

一
で
採
択
さ
れ
た
。
ま
た
、
三
月
二
四
日
に
行
わ
れ
た
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
よ
っ
て
生
じ
た
人
道
問
題
」
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表 ２　国連総会（緊急特別会合）の投票結果

決議番号 賛　成 反　対 棄　権 無投票
A/RES/ES-11/1 141  5 35 12
A/RES/ES-11/2 140  5 38 10
A/RES/ES-11/3  93 24 58 18

を
承
認
・
非
難
す
る
決
議
（
決
議

②
）
も
賛
成
多
数
で
採
択
さ
れ
た
。

さ
ら
に
、
ロ
シ
ア
軍
撤
退
後
に

キ
ー
ウ
近
郊
の
ブ
チ
ャ
で
多
く
の

市
民
の
遺
体
が
見
つ
か
っ
た
こ
と

を
受
け
て
、
国
連
人
権
理
事
会
に

お
け
る
ロ
シ
ア
の
資
格
停
止
を
求

め
る
決
議
（
決
議
③
）
が
国
連
総
会

で
採
択
さ
れ
た
。
ロ
シ
ア
は
表
決

後
に
同
委
員
会
か
ら
の
離
脱
を
宣

言
し
た
た
め
、
将
来
的
な
復
帰
の

可
能
性
も
閉
ざ
さ
れ
た
。

　

三
つ
の
決
議
は
、
賛
成
多
数
で

採
択
さ
れ
て
い
る
一
方
で
、
表
２

が
示
す
通
り
、
回
を
重
ね
る
に
つ

表 １　�ロシアのウクライナ侵攻に関する国連総会（緊急
特別会合）決議

採択日 決議番号 議　題

2022/3/2 A/RES/ES-11/1
ウクライナでの違法な
軍事作戦の即時停止、
全軍撤退の要求

2022/3/24 A/RES/ES-11/2 ウクライナ侵攻によっ
て生じた人道問題

2022/4/7 A/RES/ES-11/3 国連人権理事会におけ
るロシア連邦の資格停止

出典：�https://research.un.org/en/docs/ga/quick/
emergency
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表
３
　
反
対
、
棄
権
、
無
投
票
の
内
訳

（
加
盟
国　

193
カ
国
）

決
議
番
号

反　

対

棄　

権

無
投
票

A
/RES

/ES-11
/1

ベ
ラ
ル
ー
シ
、
北
朝

鮮
、
エ
リ
ト
リ
ア
、
ロ

シ
ア
、
シ
リ
ア

【
Ｃ
Ｉ
Ｓ
】

ア
ル
メ
ニ
ア
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
、
ク
ル
グ
ズ
ス
タ
ン
、
タ

ジ
キ
ス
タ
ン

【
ア
ジ
ア
】

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、
中
国
、
イ
ン
ド
、
ラ
オ
ス
、
モ
ン
ゴ

ル
、
パ
キ
ス
タ
ン
、
ス
リ
ラ
ン
カ
、
ベ
ト
ナ
ム

【
中
東
】

イ
ラ
ン
、
イ
ラ
ク

【
ア
フ
リ
カ
】

ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
、
ア
ン
ゴ
ラ
、
ブ
ル
ン
ジ
、
中
央
ア
フ
リ

カ
、
コ
ン
ゴ
共
和
国
、
赤
道
ギ
ニ
ア
、
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
、

マ
リ
、
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
、
ナ
ミ
ビ
ア
、
セ
ネ
ガ
ル
、
南
ア

フ
リ
カ
、
南
ス
ー
ダ
ン
、
ス
ー
ダ
ン
、
ウ
ガ
ン
ダ
、
タ
ン

ザ
ニ
ア
、
ジ
ン
バ
ブ
エ

【
中
南
米
】

ボ
リ
ヴ
ィ
ア
、
キ
ュ
ー
バ
、
エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
、
ニ
カ
ラ

グ
ア

【
Ｃ
Ｉ
Ｓ
】

ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
、
ト
ル
ク
メ
ニ

ス
タ
ン
（
Ｃ
Ｉ
Ｓ
準
加
盟
国
）、
ウ

ズ
ベ
キ
ス
タ
ン

【
ア
フ
リ
カ
】

ブ
ル
キ
ナ
フ
ァ
ソ
、
カ
メ
ル
ー
ン
、

エ
ス
ワ
テ
ィ
ニ
、
エ
チ
オ
ピ
ア
、
ギ

ニ
ア
、
ギ
ニ
ア
ビ
サ
ウ
、
モ
ロ
ッ

コ
、
ト
ー
ゴ

【
中
南
米
】

ベ
ネ
ズ
エ
ラ
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決
議
番
号

反　

対

棄　

権

無
投
票

A
/RES

/ES-11
/2

ベ
ラ
ル
ー
シ
、
北
朝

鮮
、
エ
リ
ト
リ
ア
、
ロ

シ
ア
、
シ
リ
ア

【
Ｃ
Ｉ
Ｓ
】

ア
ル
メ
ニ
ア
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
、
ク
ル
グ
ズ
ス
タ
ン
、
タ

ジ
キ
ス
タ
ン
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン

【
ア
ジ
ア
】

ブ
ル
ネ
イ
、
中
国
、
イ
ン
ド
、
ラ
オ
ス
、
モ
ン
ゴ
ル
、
パ

キ
ス
タ
ン
、
ス
リ
ラ
ン
カ
、
ベ
ト
ナ
ム

【
中
東
】

イ
ラ
ン

【
ア
フ
リ
カ
】

ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
、
ア
ン
ゴ
ラ
、
ボ
ツ
ワ
ナ
、
ブ
ル
ン
ジ
、

中
央
ア
フ
リ
カ
、
コ
ン
ゴ
共
和
国
、
赤
道
ギ
ニ
ア
、
エ
ス

ワ
テ
ィ
ニ
、
エ
チ
オ
ピ
ア
、
ギ
ニ
ア
ビ
サ
ウ
、
マ
ダ
ガ
ス

カ
ル
、
マ
リ
、
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
、
ナ
ミ
ビ
ア
、
南
ア
フ
リ

カ
、
ス
ー
ダ
ン
、
ト
ー
ゴ
、
ウ
ガ
ン
ダ
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
、

ジ
ン
バ
ブ
エ

【
中
南
米
】

ボ
リ
ヴ
ィ
ア
、
キ
ュ
ー
バ
、
エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
、
ニ
カ
ラ

グ
ア

【
Ｃ
Ｉ
Ｓ
】

ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
、
ト
ル
ク
メ
ニ

ス
タ
ン

【
ア
フ
リ
カ
】

ブ
ル
キ
ナ
フ
ァ
ソ
、
カ
メ
ル
ー
ン
、

コ
モ
ロ
連
合
、
ギ
ニ
ア
、
モ
ロ
ッ

コ
、
ソ
マ
リ
ア

【
中
南
米
】

ド
ミ
ニ
カ
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
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決
議
番
号

反　

対

棄　

権

無
投
票

A
/RES

/ES-11
/3

【
Ｃ
Ｉ
Ｓ
】

ベ
ラ
ル
ー
シ
、
カ
ザ
フ

ス
タ
ン
、
ク
ル
グ
ズ
ス

タ
ン
、
ロ
シ
ア
、
タ
ジ

キ
ス
タ
ン
、
ウ
ズ
ベ
キ

ス
タ
ン

【
ア
ジ
ア
】

中
国
、
北
朝
鮮
、
ラ
オ

ス
、
ベ
ト
ナ
ム

【
中
東
】

イ
ラ
ン
、
シ
リ
ア

【
ア
フ
リ
カ
】

ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
、
ブ
ル

ン
ジ
、
中
央
ア
フ
リ

カ
、
コ
ン
ゴ
共
和
国
、

エ
リ
ト
リ
ア
、
エ
チ
オ

ピ
ア
、
ガ
ボ
ン
、
マ

リ
、
シ
ン
バ
ブ
エ

【
中
南
米
】

キ
ュ
ー
バ
、
ボ
リ
ヴ
ィ

ア
、
ニ
カ
ラ
グ
ア

【
ア
ジ
ア
】

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、
イ
ン
ド
、
モ
ン
ゴ
ル
、
パ
キ
ス
タ
ン
、

ス
リ
ラ
ン
カ
、
ブ
ー
タ
ン
、
ブ
ル
ネ
イ
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
モ
ル
デ
ィ
ブ
、
ネ
パ
ー

ル
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
タ
イ

【
中
東
】

イ
ラ
ク
、
バ
ー
レ
ー
ン
、
ヨ
ル
ダ
ン
、
ク
ウ
ェ
ー
ト
、
オ

マ
ー
ン
、
カ
タ
ー
ル
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
、
ア
ラ
ブ
首
長

国
連
邦
、
イ
エ
メ
ン

【
ア
フ
リ
カ
】

ア
ン
ゴ
ラ
、
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
、
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
、
ナ
ミ
ビ

ア
、
セ
ネ
ガ
ル
、
南
ア
フ
リ
カ
、
南
ス
ー
ダ
ン
、
ス
ー
ダ

ン
、
ウ
ガ
ン
ダ
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
、
ボ
ツ
ワ
ナ
、
カ
ー
ボ
ベ

ル
デ
、
カ
メ
ル
ー
ン
、
エ
ジ
プ
ト
、
エ
ス
ワ
テ
ィ
ニ
、
ガ

ン
ビ
ア
、
ガ
ー
ナ
、
ギ
ニ
ア
ビ
サ
ウ
、
ケ
ニ
ア
、
レ
ソ
ト
、

ニ
ジ
ェ
ー
ル
、
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
、
ト
ー
ゴ
、
チ
ュ
ニ
ジ
ア

【
中
南
米
】

エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
、
バ
ル
バ
ド
ス
、
ベ
リ
ー
ズ
、
ブ
ラ
ジ

ル
、
ガ
イ
ア
ナ
、
メ
キ
シ
コ
、
セ
ン
ト
ク
リ
ス
ト

フ
ァ
ー
・
ネ
ー
ビ
ス
、
セ
ン
ト
ビ
ン
セ
ン
ト
・
グ
レ
ナ

デ
ィ
ー
ン
、
ス
リ
ナ
ム
、
ト
リ
ニ
ダ
ー
ド
・
ト
バ
ゴ

【
オ
セ
ア
ニ
ア
】

バ
ヌ
ア
ツ

【
Ｃ
Ｉ
Ｓ
】

ア
ル
メ
ニ
ア
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ

ン
、
ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン

【
ア
ジ
ア
】

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

【
中
東
】

レ
バ
ノ
ン

【
ア
フ
リ
カ
】

ベ
ナ
ン
、
ブ
ル
キ
ナ
フ
ァ
ソ
、
ジ
ブ

チ
、
赤
道
ギ
ニ
ア
、
ギ
ニ
ア
、
モ
ー

リ
タ
ニ
ア
、
モ
ロ
ッ
コ
、
ル
ワ
ン

ダ
、
サ
ン
ト
メ
・
プ
リ
ン
シ
ペ
、
ソ

マ
リ
ア
、
ザ
ン
ビ
ア

【
中
南
米
】

ベ
ネ
ズ
エ
ラ

【
オ
セ
ア
ニ
ア
】

ソ
ロ
モ
ン
諸
島
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れ
て
反
対
、
棄
権
、
無
投
票
の
国
の
数
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。
表
３
が
示
す
よ
う
に
、

賛
成
と
比
較
す
る
と
、
反
対
、
棄
権
、
無
投
票
の
国
の
数
は
当
然
少
な
い
の
だ
が
、
こ
れ
ら
諸
国
は
ユ
ー

ラ
シ
ア
東
部
、
中
近
東
、
ア
フ
リ
カ
、
中
南
米
と
地
理
的
に
広
範
に
分
布
し
て
お
り
、
人
口
で
見
る
と
世

界
人
口
の
半
数
近
く
が
反
対
、
棄
権
に
含
ま
れ
る
。
決
議
①
、
②
で
反
対
票
を
投
じ
た
国
は
ベ
ラ
ル
ー
シ
、

北
朝
鮮
、
エ
リ
ト
リ
ア
、
シ
リ
ア
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
内
戦
や
政
権
の
危
機
に
際
し
て
ロ
シ
ア
の
支
援
を

受
け
て
い
る
、
あ
る
い
は
必
要
と
し
て
い
る
諸
国
で
あ
る
。
決
議
③
で
反
対
し
た
国
は
二
四
カ
国
に
上
り
、

Ｃ
Ｓ
Ｔ
Ｏ
の
全
加
盟
国
、
そ
の
他
の
地
域
で
は
中
国
、
ベ
ト
ナ
ム
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
、
キ
ュ
ー
バ
な
ど
、

ソ
連
時
代
の
友
好
国
が
含
ま
れ
る
。

　

で
は
「
棄
権
」
と
し
た
国
は
、
ど
の
よ
う
な
立
場
を
示
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
ロ
シ
ア
の
同
盟
国
で

あ
る
Ｃ
Ｓ
Ｔ
Ｏ
加
盟
国
の
う
ち
、
ア
ル
メ
ニ
ア
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
、
ク
ル
グ
ズ
ス
タ
ン
、
タ
ジ
キ
ス
タ
ン

は
共
通
し
て
決
議
①
、
②
を
棄
権
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
諸
国
の
立
場
は
ロ
シ
ア
へ
の
支
持
と
い
う
よ

り
は
、
各
国
の
立
場
、
事
情
に
基
づ
い
た
中
立
と
理
解
し
た
方
が
良
い
だ
ろ
う
。
五
月
一
六
日
に
モ
ス
ク

ワ
で
開
催
さ
れ
た
Ｃ
Ｓ
Ｔ
Ｏ
首
脳
会
議
で
は
、
集
団
安
全
保
障
条
約
調
印
三
〇
周
年
お
よ
び
機
構
化
二
〇

周
年
を
記
念
し
て
共
同
声
明
が
出
さ
れ
た
。
し
か
し
そ
こ
に
は
、
反
ナ
チ
ズ
ム
の
言
及
は
あ
っ
た
も
の
の
、

ロ
シ
ア
の
特
別
軍
事
作
戦
へ
の
支
持
は
盛
り
込
ま
れ
な
か
っ
た
。
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旧
ソ
連
地
域
で
は
、
二
〇
二
〇
年
八
月
に
実
施
さ
れ
た
ベ
ラ
ル
ー
シ
の
大
統
領
選
挙
で
、
高
い
得
票
率

で
再
選
し
た
ル
カ
シ
ェ
ン
コ
に
対
し
、
反
体
制
派
を
抑
え
込
む
な
ど
し
た
不
正
に
抗
議
す
る
大
規
模
な
デ

モ
が
発
生
し
た
。
民
主
派
や
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
へ
の
弾
圧
は
強
ま
り
、
Ｅ
Ｕ
は
ベ
ラ
ル
ー
シ
に
経
済
制
裁

を
課
し
た
。
こ
れ
を
機
に
ベ
ラ
ル
ー
シ
は
政
治
、
安
全
保
障
、
経
済
に
お
い
て
ロ
シ
ア
へ
の
依
存
を
深
め

た
。
ま
た
、
同
年
九
―
一
一
月
に
ア
ル
メ
ニ
ア
と
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
の
間
で
、
未
承
認
国
家
ナ
ゴ
ル
ノ
＝

カ
ラ
バ
フ
を
め
ぐ
る
紛
争
が
起
き
、
ト
ル
コ
製
の
軍
用
無
人
機
の
供
与
を
受
け
た
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
が

領
土
を
奪
還
し
、
ロ
シ
ア
の
仲
介
に
よ
っ
て
停
戦
に
至
っ
た
。
さ
ら
に
、
今
年
の
一
月
に
は
、
カ
ザ
フ
ス

タ
ン
で
自
動
車
燃
料
液
化
石
油
ガ
ス
の
価
格
引
き
上
げ
に
端
を
発
す
る
抗
議
集
会
が
大
規
模
な
騒
乱
に
拡

大
し
、
ト
カ
エ
フ
大
統
領
が
早
々
に
Ｃ
Ｓ
Ｔ
Ｏ
に
支
援
要
請
を
出
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
相
互
支
援
条
項

を
根
拠
に
、
Ｃ
Ｓ
Ｔ
Ｏ
初
と
な
る
平
和
維
持
軍
の
派
遣
が
実
施
さ
れ
、
ロ
シ
ア
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
の
軍
が
カ

ザ
フ
入
り
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
旧
ソ
連
地
域
で
は
過
去
二
年
の
間
に
紛
争
や
政
権
の
存
続
を
揺
る
が
す

騒
乱
が
相
次
い
で
お
り
、
仲
介
者
と
し
て
の
ロ
シ
ア
が
再
浮
上
し
て
い
た
。

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
は
こ
の
よ
う
に
、
旧
ソ
連
空
間
に
お
い
て
ロ
シ
ア
が
優
位
に
あ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
起

き
て
い
る
。
し
か
し
、
現
時
点
（
六
月
一
二
日
）
で
Ｃ
Ｓ
Ｔ
Ｏ
加
盟
国
の
中
で
露
ウ
戦
争
に
参
戦
し
た
国
も
、

ド
ネ
ツ
ィ
ク
お
よ
び
ル
ハ
ン
シ
ク
両
人
民
共
和
国
の
独
立
を
承
認
し
た
国
も
な
い
。
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
が
ロ
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シ
ア
の
派
兵
要
請
を
拒
否
し
た
と
い
う
報
道
も
あ
る
（A
skar 2022

）。
ベ
ラ
ル
ー
シ
が
国
連
総
会
決
議
で

反
対
票
を
投
じ
て
い
る
の
に
対
し
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
は
棄
権
し
、
侵
攻
開
始
後
に
プ
ー
チ
ン
、
ゼ
レ
ン
ス

キ
ー
双
方
と
電
話
会
談
を
行
っ
て
協
調
を
呼
び
か
け
て
お
り
、
両
国
の
立
場
は
異
な
る
。
カ
ザ
フ
ス
タ
ン

に
と
っ
て
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
問
題
は
欧
米
と
ロ
シ
ア
の
ど
ち
ら
の
側
に
つ
く
か
と
い
う
問
題
で
は
な
く
、
自

国
の
領
土
と
安
全
保
障
の
観
点
か
ら
判
断
す
べ
き
問
題
な
の
で
あ
る
（A

skar 2022

）。

　

国
連
総
会
決
議
で
棄
権
の
立
場
を
と
っ
た
中
国
、
イ
ン
ド
も
ロ
シ
ア
の
立
場
を
支
持
し
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
。
中
国
と
ロ
シ
ア
は
、
二
〇
二
一
年
六
月
に
、
二
〇
周
年
を
迎
え
た
中
露
善
隣
友
好
協
力
条
約
の

五
年
間
の
延
長
を
発
表
し
た
。
ま
た
今
年
二
月
の
北
京
五
輪
で
は
、
米
欧
が
外
交
的
ボ
イ
コ
ッ
ト
を
す
る

中
、
プ
ー
チ
ン
は
開
幕
式
の
た
め
に
北
京
入
り
し
、
習
近
平
と
首
脳
会
談
を
行
い
、
共
同
声
明
に
Ｎ
Ａ
Ｔ

Ｏ
東
方
拡
大
へ
の
反
対
を
盛
り
込
む
こ
と
に
成
功
し
た
。
習
近
平
は
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
を
知
っ

て
お
り
、
五
輪
終
了
ま
で
待
つ
よ
う
頼
ん
で
い
た
と
も
言
わ
れ
る
。
そ
れ
に
加
え
、
プ
ー
チ
ン
側
は
、
五

輪
、
秋
の
第
二
〇
回
共
産
党
大
会
と
重
要
な
政
治
日
程
を
控
え
た
習
政
権
が
、
中
露
関
係
の
見
直
し
な
ど

大
胆
な
行
動
を
取
れ
な
い
だ
ろ
う
こ
と
を
見
越
し
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
公
式
な
立
場
と
し
て

中
国
は
関
係
各
国
に
対
話
を
促
し
中
立
の
立
場
を
と
る
一
方
で
、
対
ロ
シ
ア
経
済
制
裁
へ
の
反
対
を
表
明

し
て
い
る
。
ク
リ
ミ
ア
併
合
に
続
い
て
、
今
回
の
危
機
に
際
し
て
も
中
国
が
ロ
シ
ア
に
理
解
を
示
し
て
い
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る
の
は
、
ア
メ
リ
カ
の
覇
権
を
弱
体
化
さ
せ
る
と
い
う
姿
勢
が
ロ
シ
ア
と
一
致
す
る
た
め
で
あ
る
。
し
か

し
、
習
近
平
と
中
国
共
産
党
の
権
威
が
経
済
成
長
に
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
制
裁
の
矛

先
が
中
国
に
向
か
う
よ
う
な
行
動
、
つ
ま
り
ロ
シ
ア
へ
の
直
接
の
軍
事
支
援
や
、
経
済
制
裁
網
の
妨
害
な

ど
は
行
わ
な
い
だ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
、
中
露
の
「
制
限
の
な
い
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
に
は
天
井
が
あ

る
。

　

イ
ン
ド
は
、
海
洋
国
家
と
し
て
ク
ア
ッ
ド
の
一
角
を
占
め
、
大
陸
国
家
と
し
て
は
ロ
シ
ア
と
戦
略
的
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
結
ぶ
ユ
ニ
ー
ク
な
安
保
戦
略
を
と
る
。
国
際
法
を
無
視
し
て
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
市
民
に
凄

惨
な
被
害
を
与
え
た
ロ
シ
ア
に
不
快
感
を
持
ち
な
が
ら
も
、
イ
ン
ド
は
プ
ー
チ
ン
政
権
を
明
確
に
非
難
し

な
い
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
第
一
に
、
イ
ン
ド
の
安
全
保
障
上
の
脅
威
が
中
国
と
パ
キ
ス
タ
ン
で
あ
り
、

こ
の
二
国
と
ロ
シ
ア
の
接
近
を
最
小
限
に
と
ど
め
た
い
と
考
え
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
（T

erris 

2022

）。
ま
た
、
ア
シ
ュ
レ
イ
・
テ
リ
ス
は
、
ア
メ
リ
カ
が
最
優
先
に
掲
げ
る
自
由
主
義
秩
序
の
維
持
に
関

し
て
、
イ
ン
ド
は
生
来
的
に
コ
ミ
ッ
ト
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
イ
ン
ド
の
特
定
の
国
益
と
相
反
す
る

場
合
は
国
益
を
追
求
す
る
と
指
摘
し
て
い
る
（T

erris 2022

）。
こ
の
点
は
、
国
連
総
会
決
議
で
棄
権
、
無

投
票
を
選
択
し
た
国
の
多
く
に
共
通
す
る
態
度
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

イ
ン
ド
を
含
む
多
く
の
非
欧
米
諸
国
に
と
っ
て
、
自
由
主
義
的
国
際
秩
序
は
経
済
的
繁
栄
に
適
し
た
枠
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組
み
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
そ
の
秩
序
は
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
ア
メ
リ
カ
主
導
で
形
成
、
支

配
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
構
成
国
に
様
々
な
制
約
を
課
す
も
の
で
も
あ
る
。
露
ウ
戦
争
に
対
す
る
国
際
社

会
の
反
応
の
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
は
、
自
由
主
義
的
国
際
秩
序
の
維
持
に
、
各
国
が
ど
の
程
度
コ
ミ
ッ
ト
す

る
の
か
と
い
う
態
度
を
示
し
て
い
る
と
も
言
え
る
。
露
ウ
戦
争
へ
の
国
際
社
会
の
反
応
は
、
自
由
主
義
的

国
際
秩
序
の
維
持
と
自
国
の
安
全
保
障
上
の
利
益
が
矛
盾
す
る
場
合
、
後
者
を
選
択
す
る
国
家
が
少
な
く

な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
今
必
要
で
あ
る
の
は
、
ロ
シ
ア
に
戦
争
を
止
め
さ
せ
る
た
め
に
で
き
る
だ
け

多
く
の
国
が
結
束
す
る
こ
と
で
あ
る
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
、
結
束
の
た
め
の
大
義
は
、
欧
米

に
有
利
な
秩
序
の
維
持
で
は
な
く
、
非
欧
米
諸
国
の
利
益
を
取
り
込
む
も
の
で
な
け
れ
ば
、
同
じ
過
ち
が

繰
り
返
さ
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

＊
本
稿
の
記
述
は
執
筆
時
点
（
六
月
一
二
日
）
の
情
勢
に
基
づ
い
て
い
る
。

註（
１
）　

全
文
は
、
欧
州
安
全
保
障
協
力
機
構
（
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
）
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
ロ
シ
ア
語

版
を
参
照
し
た
（https://w

w
w

.osce.org/files/f/docum
ents/5/b/140221.pdf

）。
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《
主
要
参
考
文
献
》

塩
川
伸
明
（
二
〇
二
一
）『
国
家
の
解
体
Ⅲ　

ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
と
ソ
連
の
最
期
』
東
京
大
学
出
版
会

末
澤
恵
美
（
二
〇
〇
〇
）「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
核
廃
絶
」
松
里
公
孝
編
『
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
現
代
政
治　

ス
ラ
ブ
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
報

告
シ
リ
ー
ズN

o.68

』
三
―
一
四
頁
（https://src-h.slav.hokudai.ac.jp/publictn/68/68-1.pdf

）

藤
森
信
吉
（
一
九
九
八
）「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
中
立
―
―
ポ
ス
ト
冷
戦
期
の
中
立
の
一
考
察
」『
ロ
シ
ア
・
東
欧
学
会
年
報
』
第
二
七

号
、
一
一
一
―
一
一
九
頁

松
嵜
英
也
（
二
〇
二
二
）「（
混
沌
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
世
界2022

）
第
一
回　

な
ぜ
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
大
統
領
に
な
っ

た
の
か
？
―
―
人
気
タ
レ
ン
ト
か
ら
大
統
領
就
任
へ
の
社
会
的
背
景
」（https://w

w
w

.ide.go.jp/Japanese/ID
Esquare/

Eyes/2022/ISQ
202220_004.htm

l

）

松
里
公
孝
（
二
〇
二
一
）『
ポ
ス
ト
社
会
主
義
の
政
治
―
―
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
リ
ト
ア
ニ
ア
、
ア
ル
メ
ニ
ア
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
モ
ル
ド

ヴ
ァ
の
準
大
統
領
制
』
筑
摩
書
房

松
里
公
孝
（
二
〇
二
二
ａ
）「
未
完
の
国
民
、
コ
ン
テ
ス
タ
ブ
ル
な
国
家
―
―
ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
の
背
景
」『
世
界
』
第
九

五
七
号
（
臨
時
増
刊
）、
四
二
―
五
三
頁

松
里
公
孝
（
二
〇
二
二
ｂ
）「
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
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